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　　　　　　　　　　　　　　　　試験実施概要

1　表題：　　9，10一アントラキノンのヒメダカ（OTyz1∂sノ召‘1ρθ5）に対する急性毒性試験

2　試験目的：　被験物質のヒメダカ（0∫yz1∂sノ∂’1ρθ5）に対する急性毒性試験を行い，96時

　　　　　　　　間の半数致死濃度（LC50）を求める。

3　適用ガイドライン：本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．203「魚類毒性試験」

　　　　　　　　　　（1992年）に準拠した。

4　適用G　L　P：本試験は環境庁のG　L　P規則に準拠した。

5　試験委託者

　名称：　　　環境庁

　住所：　　　〒100－8975東京都千代田区霞が関一丁目2－2

　委託担当者：企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐　　 　

6．試験受託者：

　名称：　　　株式会社三菱化学安全科学研究所

　所在地：　　〒105－0014　東京都港区芝二丁目1－30

7．試験施設：

　名称：　　　株式会社三菱化学安全科学研究所・横浜研究所

　所在地：　　〒227－0033神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1000番地
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8．試験関係者：

　試験責任者

　試験担当者

分析担当者

（2000年

（2000年

（2000年

（2000年

5月31日）

5月31日）

5月31日）

5月31日）

9．試験期間：　試験開始日　　　1999年11月16日
　　　　　　　試験終了日　　　2000年　5月31日
　　　　　　　暴露期間　　　　2000年　4月17日～2000年　4月21日

10．保管：

　試験に関する下記の記録及び試資料は，試験報告書作成後10年間，当研究所試資料保管施

設に保管する。その後の保管については別途協議の上定める。

　1）試験計画書

　2）試験報告書

　3）生データ

　4）信頼性保証業務担当者の監査・査察記録

　5）被験物質

　6）その他必要なもの
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要 ヒ
日

試験委託者

環境庁

表　　題

9，10一アントラキノンのヒメダカ（Oryz1∂sノ∂’ノρθ5）に対する急性毒性試験

試験番号

9B504G

塑　　　本試験は，OECD化学品テストガイドラインNα203「魚類毒性試験」
　　して実施した。

1）被験物質：

2）暴露方式：

3）供試生物：

4）暴露期間：

5）試験濃度（設定値）

6）試験液量：

7）連数：

8）供試生物数：

9）試験温度：

10）照明：

11）分析法：

（1992年）に準拠

9，10一アントラキノン

半止水式（24時間毎に試験液の全量を交換），水面をテフロンシートで被覆

ヒメダカ（0理z1∂5ノ餌加θ3）

96時間

　　対照区，助剤対照区，0．400mg／L

　　　（分散可能最高濃度のみの限度試験）

　　　助剤濃度；100mg／L（テトラヒドロフラン使用）

5．OL／容器

1容器／濃度区

10尾／濃度区

24±1℃

室内光，16時間明／8時間暗

H　P　L　C法

結　　果

　　1）試験液中の被験物質濃度：測定濃度は設定濃度に対して±20％以内であった。したがって，

　　　結果の算出は設定濃度に基づいて行った。

　　2）96時間の半数致死濃度（LC50）：＞0．400mg／L
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1　被験物質

　i．1名称，構造式および物理化学的性状

　　名称：　9，1O一アントラキノン（ATQ）

　　CAS　　Nα：　　　84－65－1

　　構造式：

　　　　　　　　　　　　0

○ ○

0

分子式：

分子量刈：

沸点列：

融点列：

水溶解度：

比重刈：

C14H802

208．2

379～381℃

286℃

O．257㎎／L（室温）

1．4（20℃）

（当社測定値）

オクタノール／水分配係数（1og　P）刈：乱39

安定性幸2：　通常の取扱条件下で安定，酸化剤との接触に注意

その他ヰ2：　生分解性良好

＊1：Handbook　of　EI1vi　roll㎜enta1　Data　on　OrgaI1ic　Che皿ica1s，　3rd　ed．

　　ed．by　Versc11uereムK一，　Yon　Nos　t　rand　Re　inho1d　Co㎜Pany，　New　York　（1996）

＊2：供給者提供資料

1．2　供試試料

　純度1：　　99．4％（GC法）

　ロット番号引：　FGBO1

　供給者：

　供給量刈：　50g

　入手日：　　1999年9月3日’

　外観刈：　　淡黄色粉体

　＊1：供給者提供資料
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L3　被験物質の確認および保管条件下での安定性

　　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　　入手した被験物質の赤外吸収スペクトルを測定し，被験物質の特性が認められることを確

　　認した。試験終了時にも赤外吸収スペクトルを測定し，試験開始前に測定したスペクトルと

　比較した。その結果，スペクトルに変化はなかったことより被験物質は保管中安定であった

　　と判断された。

2　供試生物

　1）和名：

　2）学名：

　3）被鱗体長：

　4）体重：

　5）入手先：

　6）入手日：

　7）感受性の確認：

8）馴化期間：

ヒメダカ

0∫』vz／8s　ノ∂！ノρθs

l．88　cm　（1．67～2．48cm），　n＝10

0．095g（0．061～0。242g），nニ10

三京水産株式会社（東京都新宿区市谷田町一丁目1番地）

2000年3月10日

基準物質（硫酸銅（H）五水和物，試薬特級）による96時間半数致死濃

度（LC50）ニL5mg／L（この値は当研究所における1995年以降のLC50値

0．44～1．4mg／L，nニ11にほぼ一致する。）

2000年3月10日～2000年4月17日

暴露開始前7日間の死亡率は5％以下で，試験には肉眼的に健康で正常

な個体を使用した。　（暴露開始前12日間の馴化条件は以下に示す。）

馴化条件

1）飼育水：

2）飼育方法：

3）水温：

4）照明：

5）餌：

6）給餌量：

希釈水（3．2参照）

流水式

24±1℃

室内光，16時間明（10001ux以下）／8時間暗

市販のテトラミン⑭

魚体重の約2％／日（暴露開始の24時間前からは無給餌）
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3　試験方法

　3、1　試験条件

　　1）暴露方式：

　2）暴露期間：

　3）試験液量：

　4）連数：

　5）供試生物数：

　6）エアレーション：

　7）試験温度：

　8）照明：

　9）給餌：

半止水式（24時間毎に試験液の全量を換水）

96時間

5．OL

1容器／濃度区

10尾／濃度区

なし

24±1℃

16時間明（10001ux以下）／8時間暗

無給餌

水面をテフロンシートで被覆

3．2希釈水

　脱塩素水（横浜市水道水を活性炭処理し，残留塩素等を除去した後，充分通気したもの）

　を使用した。希釈水水質測定結果を付属資料一1に示した。魚飼育水として適性な水質で

　あると判断した。

3．3　試験容器および恒温槽等

1）試験容器：

2）恒温槽：

3）水温計：

4）溶存酸素計：

5）p　H計：

5．O　L容ガラスビーカー，テフロンシート製蓋

塩ビ製水槽（恒温装置，ダイテック製クールニットCL－80F）

横河電機製　245502型

電気化学計器製　DOHO型

東亜電波工業製　HM－40V型
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3．4　試験濃度の設定

　以下の表に示す予備試験（各1連，5尾／濃度区）結果に基づき、本試験濃度を次のよう

に決定した。

　本試験濃度：対照区，助剤対照区，0、400mg／L（分散可能最高濃度のみの限度試験）

　予備試験結果

濃度（mg／L） 96時間の死亡率（％）

0．400 0

3．5　試験液の調製

　被験物質100mgをテトラヒドロフランで25mしに定容し，被験物質原液とした（被験物質濃

度：4000mg／L）。

　助剤原液はテトラヒドロフランを用いた。試験液は被験物質原液と助剤原液の下記に示し

た量を採取し希釈水で5．Oしに定容とした。

試験液濃度

　mg／L
被験物質原液添加量

　　　　mL
助剤原液添加量

　　　mL
0（対照）

0（助剤対照）

0．400

0

0

0．50

0

0．50

0
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3．6　試験液の分析

　試験開始時および24時間後に各試験水槽より試験液0．75mLを採取し，これにアセトニトリ

ルを0，75mL添加混合後，H　P　L　Cにより分析を行った。試験液の分析に際しては，試料測定

毎に標準溶液の測定を行い，そのピーク面積比から定量した。詳細は付属資料一2に示した。

3．7　試験操作

　　暴露開始時に供試魚と同水槽で馴養した魚10尾の重量および被鱗体長を測定した。

　　各試験水槽の試験液の水温，溶存酸素濃度，pHを測定後，試験水槽中に供試魚を1濃

度区当り10尾投入した。水温，溶存酸素濃度，pHは試験開始時および24時間毎の換水前

後に測定した。暴露期間中給餌は行わなかった。

　　暴露開始後，24，48，72及び96時間後に死亡個体数を記録するとともに観察された毒性

　の徴候或いは異常を記録した。一般的に記載する症例と定義を下記に示した＊。死亡個体を

発見した場合は，水質の悪化が起こらないよう速やかに取り除いた。

＊一ﾊ的症例と定義

　死亡：　　　刺激を与えた場合に反応の認められないもの。

　異常呼吸：　対照区の魚と比較して鰓蓋の動きが異なるもの。

　異常遊泳：　明らかに対照区の魚と異なる遊泳をしたもの。動作の緩慢，過敏，痙攣，

　　　　　　　反転等。

　遊泳不能二　底部または水面で動いてはいるものの，水中を遊泳することが不可能な

　　　　　　　もの。横転，仮死を含む。

4　結果の算出

　　水に分散可能な最高濃度（0，400mg／L）の限度試験でも死亡が観察されなかったため半数

　致死濃度（LC50）の算出は行えなかった。
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5　結果および考察

　5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　該当する事象は無かった。

　5．2試験液中の被験物質濃度

　　試験開始時および24時間後に試験液中の被験物質濃度を測定した。その結果をTable　lに

　示した。

　　設定濃度に対して±20％を超える分析結果がなかったため，以下の値（半数致死濃度，0％

　死亡最高濃度，100％死亡最低濃度，毒性症状の現れる濃度）は設定濃度を基に示した。

5．3　半数致死濃度（LC50）

　各時間における死亡率をTable2に，　濃度一死亡率曲線をFigure1に示した。

　96時間暴露の対照区の死亡率は0％，助剤対照区の死亡率は0％であり，試験成立条件を満

たした。

　以上の結果から半数致死濃度（LC50）をTable3および以下に示した。

　　　　96時間LC50：〉0．400mg／L

5．4　0％死亡最高濃度および100％死亡最低濃度

　0％死亡最高濃度および100％死亡最低濃度をTable4および以下に示した。

　　　　0％死亡最高濃度：　　　＞0．400mg／L

　　　　100％死亡最低濃度：　　〉0．400mg／L

5．5　毒性症状

　観察された毒性症状をTable5に示した。

　対照区，助剤対照区および0．400mg／L区では試験期間中に異常な症状は観察されなかった。
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5．6試験液の水温，溶存酸素濃度およびpH

　試験液の水温をTable6，溶存酸素濃度をTable7，p　HをTable8に示した．

　水温はすべての濃度区で24±1℃で，溶存酸素濃度はすべての試験水槽で飽和溶存酸素濃

度（24．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．25mg／L）の60％以上であり，いずれも試験基準を満たし

た。p　Hはヒメダカの飼育環境として適正範囲（6．0～8．5）内であった。

以　上
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Table　l． Measured　Concen　t　rat　ion　of　the　Tes　t　Subs　tance　in Test　Water

　　　（Semi－Stat　ic Condition）

　　　Nominal

Concentrat　ion

　　　　mg／L

MeasuredConcentration，mg／L
　　　　　（Pe　rcen　t　o　f　Nomi　na　l）

OHour（new）　　24Hours（old）

Meana　MeasUred

Concentrat　ion

　　　　mg／L

．レΩ9．塾．比9．1，．

．旦魚！熈主．．．，Ω9磁、エ黛1．

．≦9：．．99！．．

．≦旦：．．9旦！．．

．．≦9二，．⑳1．．

0．400 0．459

（115）

．．≦Ω二．．⑳！．

0．431

（108）

0．445

（111）

a：　9eOme　t　r　iC　mean

new：

old：

freshlypreparedtestsolutions

testsolutionsafter24hoursexposure

’
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Table2． MortalityoftheMedaka（魑1塑）ExposedtotheTestSubstance

　　　Nominal

Concentrat　ion

　　　　mg／L

Meana　MeaSUred

Concentration

　　　　mg／L

CumulativeMortality（PercentMortality）

24Hours 48Hours 72Hours 96Hours

Contro1 0 （0） 0　（0） 0 （0） 0 （0）

SolventContro1 0 （0） 0　（0） 0 （0） 0 （0）

0．400 0．445 0 （0） 0　（0） 0 （0） 0 （0）

a：　geOme　t　r　iC　mean
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Table3． Calculated　LC50Values

Exposure

Per　iod

（Hours）

LC50

（mg／L）

　　　95－Percent

Confidence　Limits
　　　　　（mg／L）

Statistical

　　Method

．．星4．．

．．4昼．、

．．≧旦二．、4旦9．．

，．≧焦、．4旦9．．

．．雲…

．．z，盆．． ．．≧q：．．4q旦晒

－－，＝．．．

96 〉0．400

．一篇．．

～

Table4． Observation　oftheHighestConcentrationin

Concent　rat　ion　in　lOO％　Mortal　i　ty

0％　Mor　tal　i　ty　and　the　Lowes　t

Exposure

Period

（Hours）

H　i　ghes　t　Concen　t　ra　t　i　on　i　n

　　　　　O％　Mor　t　a　l　i　ty

　　　　　　　　　（mg／D

Lowes　t　Concent　rat　ion　in

　　　　100％　Mortal　i　ty

　　　　　　　　　（mg／L）

24

48

．≧91400

．．≧91400

．≧91400

72 ．，≧o・ 400

．≧9二．歪oo

．．≧9・ 400

96
〉0．400 〉0．400
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Table5． Observed　Tox　icological　Sympto皿s

（Semi－StaticCondition）

　　　Nominal

Concentrat　ion

　　　　mg／L

Meana　MeasUred

Concentrat　ion

　　　　mg／L

　　　　　　　Symptoms

（Symtom－number　of　f　i　sh）

24Hours 48Hours 72Hours 96Hours

Contro1 N N N N

Solvent　Control N N N N

0．400 0，445 N N N N

a：geOmetriC皿ean

N　Notoxicologica1 symptom　was　observed

一18一



Table6． Temperature

（Semi－Static　Condi　tion）

　　NominaI

Concentrat　ion

　　　　mg／L

Temperature，℃

O　Hour 24Hours 48Hours 72Hours 96Hours

new 01d new 01d new old new old

Contro1 23．2 23．2 23．2 23．3 23．3 23．3 23．3 23．2

SolventContro1 23．2 23．2 23．2 23．3 23，3 23．3 23．3 23．2

0．400 23．2 23．2 23．2 23．3 23，3 23．3 23．3 23．2

new：

01d：

freshlypreparedtestsolutions

testsolutionsafter24hoursexposure

min　imum：23．

maximum：23．
2
q
U

一19一



Table7， DissolvedOxygenConcentrations

（Sem卜StaticCondition）

　　　Nominal

Concentration

　　　　mg／L

DissolvedOxygenConcentration，mg／L

O　Hour 24Hours 48Hours 72Hours 96Hours

new old new old new old new old

Contro1 8．4 6．1 8．4 6．2 8，4 6．1 8．4 6．1

SolventContro1 8．4 5．5 8．4 5．8 8．4 5．5 8．4 5．9

0．400 8．4 6．3 8．4 6，4 8．4 6，3 8．4 6．4

new：

01d：

freshlypreparedtestsolutions

testsolutionsafter24hoursexposure

minlmum：5．

皿aximum：8．
「
0
4

一20一



Table8． pH　Values

（Semi－Static　Condi　t　ion）

　　Nominal

Concentration

　　　　mg／L

pH

O　Hour 24Hours 48Hours 72Hours 96Hours

new old new old new 01d new old

Contro1 7．7 7．2 7．6 7．1 7．5 7．1 7．6 7．2

Solvent　Contro1 7．6 7．1 7．6 7．1 7．5 7．1 7．6 7．2

0．400 7．6 7，2 7．6 7．1 7．6 7．1 7．6 7．2

new：

old：

freshlypreparedtestsolutions

testsolutionsafter24hoursexposure

min　imum：7、

maximum：7．1
7
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Figure1 Concen　t　ra　t　i　on－Re　sponse　（Mor　t　a　l　i　ty）　Cu　rve

澱）

贒
�
W
」
。
Σ

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
9
8
7
6
5
4
3
2
1

1

0．1

Concentration（mg／L）

1

一◆一24hour

＋48hour
＋72hour
－e－96hour
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付属資料一1

　希釈水の水質
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Table　A－1 Water　Qual　i　ty　of　Di　lut　ion　Water

Parame　ter

COD

Totalphosphorus

pH

Co　l　i　form　group　bac　ter　i　a

Mercury

Copper

Cadmium

Zinc

Lead

Al　umin　i　um

Nickel

Chromi　um

Manganese

Tin

Iron

Cyanide

Free　chlorine

Bromide

Fluoride

Sul　f　ide

To　t　a　l　ammon　i　um

Arsenic

Selenium

Evaporationresidue

Electricconductivity

T・talhardness（asCaCO3）

Alkalinity

Sodium

Po　t　as　s　i　um

Calc　ium

Magnesium

一24一

Concentration

　　1mg／L

　　O．02　mg／L

　　7．6（22℃）

　　N．D、

〈0．0001mg／L

　　O．0018　mg／L

　〈0．001　mg／L

　　O．Olmg／L

　　O．01　mg／L

　　O．07　mg／L

　〈0．O　l　mg／L

〈0．005　mg／L

〈0．l　mg／L

〈0．l　mg／L

　　O．3mg／L

　N．D．

〈0．O　l　mg／L

〈0．05　mg／L

　O．14mg／L

＜0．03　mg／L

〈0．05　mg／L

〈0．005mg／L

〈0．005　mg／L

130mg／L

170μS／cm

60mg／L

48mg／L

12mg／L

　　2．O　mg／L

16mg／L

　　5．1mg／L

Date　of　measurement March　16，　2000



付属資料一2

　分析方法
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1　分析方法

1）各試験液0，75mLをHP　L　C測定用バイアルに直接採取し，アセトニトリルを等量の0．75mL

　加え混合したものをHP　L　C測定試料とした．

2）標準液（アセトニトリル溶液）はHP　L　C測定用バイアルに直接0．75mL採取し，これに純

　水を0．75mL加え混合したものをHPLC測定試料とした。

一26一



2　高速液体クロマトグラフィー（H　P　L　C）測定条件

（装置）

高速液体クロマトグラフ：日立製作所製L－7000型（No．1）
ワークステーション：

　　ノやノコン：

　　プリンター：

ポンプ：

カラムオーブン：

オートサンプラ：

検出器：

データ処理装置：

Windows　NT及びD－7000型HPLCシステムマネジャ

COMPAQPROLINEA590，デイスフ。レイ；171FS

Canon　LASER　SHOT　LBP－A404F

L－7100型（2台）
L－7300型
L－7200型
L－7400型
D－7000型

（条件）

カラム：

溶離液：

流速：

測定波長：

試料注入量：

カラムオーブン温度：

Inertsi10DS－3V，5μm，4．6x150㎜（GLSciencesInc．）
Ace　ton　i　t　r　i　l　e　80％，　Water　20％

1。O　mL／m　i　n

251nm

20μL
40℃

3　検量線

　被験物質の500mg／Lアセトニトリル溶液を調製し，アセトニトリルで順次希釈し，0，

0．OlO～L　OOmg／しの標準溶液を調製した。この標準溶液を一定量採取し純水で等量希釈した

ものをH　P　L　Cに注入しピーク面積を測定した。横軸に濃度を（mg／L），縦軸にピーク面積

（count表示〉をとり，検量線を作成した。検量線はほぼ原点を通る直線となり，最小二乗

法による直線回帰式の相関係数はL　OOOと良好であった。

4　検出限界

　最小検出ピーク面積を100countに設定し，これに相当する試験液中の被験物質濃度

0．001mg／Lを検出限界とした。

5　添加回収試験

　試験液の分析は「1　分析方法」に示したように，試験液とアセトニトリルを混合する操

作だけであるので添加回収試験は実施しなかった。従って，回収率の補正は行っていない。
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F　i　gure　A－2－1 Calibration　Curve

InputData
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（mg／L）

Peak　Area

lcount）

1
2
3
4
5
6
7
8

　　0

0．010

0．020

0．050

0．100

0．200

0。500

LOO

　　　　0

　　995

　　1964

　5088
10282

21298

54260

107263

Y＝　107，432X

rニL　OOO

1．4E十〇5

L2E十〇5 　噸
ﾅ
●

－

’
’

ご

2 1．OE十〇5 　・@帰
R
●

口 ・
．

＝コ ●

o ●

ε 8．OE十〇4
4
レ

　・
E
｝

・

山 ・
∂

① ●

」
而 6．OE十〇4

　・
@一
C
●

図
P
・

而
●

£ 4．OE十〇4
・
■

　卓
E
●

●
噛

’
’

2．OE十〇4
　　●@●
一
・
●

　
‘
、
●

0．OE十〇〇

0 0．5 1

Conc　en　t　r　a　t　i　on　（mg／L）

一28一



FigureA－2－2 Representat　ive　chromatograms

（1）StandardO．200mg／L；Ohour
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【｝一7000　HPLC　シス〒ム　マネーシ＋ヤ　レホ・一ト

　　　　　　　分析日時：DO／04／1712：24　　　　　　　作成白時：DO／04／17τ3：18

　　　　　　テ●一，処理用分析コ了イ‘：ATO（9B4166〕　　アプリケーション：ATO

　　　　　　シリーズ：0146　　　　　　　　　パ郁：5
　　　　　　サン，■ル名二Std．o．2㎎／L＿Ohr　　　　　　　　　パィァ”イプ1掘

　　　　　　注入量：2αO　ul　　　　　　　　　　　　注入回数：1
　　　　　　サンアルコメント：

ケ叫，イプ肌Cチャン初1

》
5
回
想
中
尊

3

2

1

o

ピ→定量＝面積

O．O　　O．5　　　1臨0　　　1．5

閥0　保持時局　　高さ　　面積

乞0　乞5　3．0　3．5　4．0　4．55．O
　偉持時間缶in）

定量計算方鑑：面積鷲

面積覧　BC

1 3．48　　　2613　　　21993　　　100．000　　　鱒C

2613　　　21993　　　100．000

レポ尋ピ→の荊定レペ庫0

（2）Control，Ohour

　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　システム　マネーシ＋ヤ　レホ・一ト

分柚：・・！・4／1712：四■■■作成日時：・…4・一5

デー，処理用分析，”F　ATO〔9B4166）　　　　η－助一ション：ATO
シ，一ス●：　0143　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ・イア｝：　2

f）フーレ名：　cont．　Ohr　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ■イ7レヶイフ・：U閲K

注λ量：20．O　uT　　　　　　　　　　　　注入回数：1
サンフ■｝コメント：

　　　　　　　　　　　　　　　　クロマトタィ，’：　HHLCチャン犠：　1

6

5

4

9
5
劃
督
学
學

3

2

1

o

ゼーウ定量：面積

O．O　O．5　　1．0　　1．5 Z．O　　Z5　　3、0　　3．5　　4．0　　4、5　 5．O

　像持時間』in｝

定量計算方法：面積鴨

脚0　保持時間　　寓さ　　面積　　面積髄　BC

0 O　　O．000

レポートゼーケの判定い塙：0
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F　i　gure　A－2－2 　　　Continued

（3）SolventContro1；Ohour

　　　　　　　　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　シス〒ム　マネーシ“ヤ　レ末・一ト

　　　　　　分析日時100／D4／1了12108　　　　　　作成日時：00／04／1713：14

　　　　　　デー塑｝理用分析フ7イF　ATO（9B4166〕　　　　ア7轡ケー沁ン：ATO

　　　　　　シサーユ　0144　　　　　　　　　　　 Aイァ｝＝3
　　　　　　サ）揚縁Cs、一α1r　　　　　　パィ襯ク’1嚇1
　　　　　　注λ量：20．O　u1　　　　　　　　　　　　注入回数：1
　　　　　　サンプ鱒∫シト：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り貯ト舛プ：肌Cfヤ舛島＝1

9
5
弼
漂
中
摯

6
5
4
3
2
1
0

O．O　O．5　　1．0　　1帯5

ピ→定量：面積

NO　保持時間　　菖さ　　面積　　面積鵬

　2」0　　2＿5　　3．0　　3．5　　4．0　　4、5　5．0

　　保持時間佃i“〕

　定量計算方法：面積鷲

鴎

0　　　0　　0．000

レポートピークの判定レペ鼠O

（4）0、400mg／Lnominal；Ohour

　　　　　　　　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　システム　マネーシ．ヤ　レホ・一ト

　　　　　　　分析日時：00！04／1712：16　　　　　　作成日蒔：00／04／1713＝14

　　　　　　　データ処理用分析”イル：ATO（9B4166）　　　　η’肋Lうヨ）：ATO
　　　　　　　シサーズ：01弱　　　　　　　　　バイ了レ：・4
　　　　　　　勃プル名：c㎝臆．1＿Ohr　　　　　　　　　　バイア齢イ〕－＝U轍
　　　　　　　注入量：20．O　ul　　　　　　　　　　　　　注λ回数：1
　　　　　　　，ンフ■島コメント：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舛マ桝ナ：眠。チャ）抄1

》
E
〕
飼
翠
ゆ
蛭

6
5
4
3
2
1
0

0．O　O．5　　1、0　　1．5

ヒ㌧ウ定量＝面積

眠〕　條持時間　　高さ　　面積　　　面積鷲

乞O　t5　3．0　3，5　4．0　4．55．D
　保持時間（』h〕

定量計算方法：面積鵯

㏄

1　　3．47　6050　50454　100．000　BB

6050　　　50454　　　100．000

レポ唖ピ→の測定〆｝二〇
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FigureA－2－2　　C・ntinued

　　　（5）StandardO．200mg／L；24h・ur

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹000HPLCシλ〒ムマネージヤレ新ト

　　　　　　　　　　　分析目時：D。／㏄！1812：5　　　作成日時二〇〇！餌／1B131。6

　　　　　　　　　　　デ→処理用分棚｝：＾T。脚6G〕　腓シ1ン：ムτ。

　　　　　　　　　　　雛？1雛辻卿鉤　　　蝿騨
　　　　　　　　　　　注入量：20、O　ul
　　　　　　　　　　　ランプ島コメンド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　惚桝フ‘：肌。卿相1

　　　　　　　　　　　　　　　　6

》
ε
製
累
ゆ
撃

5

4

3

2

1

o

ビーウ宝量：面積

櫛　保持時間

。．o α51．01．5乞O乞5よ0よ5
　　　　　　　　　　　保持時間価而

　　　　　　　　　　定量計算方法：面積寛

喜さ　　面積 面積騎　BC
禰 扉符町回

1 3．4B 2527 21443 100，000
BB

2521 21443 100，DDO

4．0　　　4、5　　5．o

レボ尋ゼーウの判定い悔：0

（6）Control；24hour
　　　　　　　　　　　　　　　　　　HOOOHPLCシス弘マネージャレポート

　　　　　　　分析嚇D。／個！181211B　　作成日時：。0／凹11813＝08

　　　　　　　デ棚理用分析力一丁。（螂6）　ア3㌘茎ン：畑

　　　　　　　諺擢11駄卸　　　　麗鉦：瞥
　　　　　　　注入量：20．O引
　　　　　　　サシプレコ腓：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掴酬〕●：蘭一。チ桝レ：1

　　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　9
　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　■
　　　　　　　　無
　　　　　　　　中　　　　　2
　　　　　　　　撃

　　　　　　　　　　　　　1

0

ビ→定量二面積

睡。　保持時間

。．o 軌51．01．5乞O＝53’03・5
　　　　　　　　　　　偉持時国回n⊃

　　　　　　　　　　定量計算方法：面積櫨

高さ　　面積　　面積覧　BC
陶 律管呵同

o 0 0，DOO

4．0　　4．5　 5．O

レボートピーウの判定レペレニO
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FigureA＋2 Continued

（7）SolventControl；24hour

　　　　　　　　　　　　　　　　　　D－7000HPLCシス〒ムマネージャレ木’一ト

　　　　　　　分析日時：00／04／1812：26　　　　　　　作成日時二DO／04！1813：0了

　　　　　　　欝欝レ：＾丁。‘9田1㈲薮1騨

　　　　　　　肋γ組ルト：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケロマ桝プ：田LCfヤン雑：1

9
5
囲
漂
酔
摯

6
54
3

2

1

o

一
ピーウ定量二面積

O、O　O、5　1．0　1．5 2．0　　25　　3．0　　3．5

　保持時間頓iゆ

定量計算方法：面積船

4、0　　　4．5　　5、0

飼0　保持時間　　菖さ　　面積　　面積脇　BC

0 0　　0．000

レ‡’一トピーウの判定レ、嘔：0

（8）0．400m9几nominal；24hour
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D－7000　HPLC　システムマネーシ卓ヤ　レホ・一ト

　　　　　　　　頒日時：00／㏄／1812馴　　　作細時：00！脳！1813：06

　　　　　　　　藪撚lll凱＾T。（嘱166）薮1墓li岬

　　　　　　　　†ンプ韻ルト＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウロマト，イフ’：HPLCチヤンネレ：1

　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　5

き
■
最
中
蛭

4

3

2

1

o

o ，5 30 35 40 45 50

ピーケ定量：面積

0．O 0．5　1．0　1．5　乞O　L5　3・0　3・5　4・0
　　　　　　　　　　　保持蒔田（■而

　　　　　　　　　　定量計算方法：面積鮎

HO　像持時間　　高さ　　面積 面積覧　BC

1 3．46549146189100．ODO凹
549フ　461B9　100．OOO

レポートピーケの判定レペび0
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